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昭
和
63
年
8
月
の
開
設
以
降
24
年

間
、
安
曇
野
お
よ
び
大
北
地
域
へ
の

玄
関
口
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
豊

科
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
が
、

10
月
7
日
、
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
に
名
称
を

変
更
し
ま
し
た
。
市
で
は
同
日
、
安

曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
（
豊

科
南
穂
高
）
で
記
念
式
典
を
行
い
ま

し
た
。
式
典
に
は
国
、
県
、
近
隣
市

町
村
の
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。式
典
で
宮
澤
市
長
は「
名

称
変
更
を
機
に
近
隣
市
町
村
と
連
携

し
な
が
ら
、
全
国
に
情
報
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
で
は
今
回
の
名
称
変
更
を
機
に

全
国
へ
向
け
「
安
曇
野
」
の
知
名
度

向
上
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
「
田
園
産
業
都
市
安
曇
野
」
の
さ

ら
な
る
地
域
発
展
・
観
光
振
興
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

宮澤市長らがくす玉を割って名称変更を
祝った

名称変更を告知する懸垂幕（上）
名称変更後、安曇野インターを利
用する自動車（10 月７日）（左）

名称変更前の「豊科」イ
ンターチェンジ料金所の
表示板

10 月７日早朝にインター
チェンジ料金所の表示板
が付け替えられた。作業
員が「豊科」のシールを
はがし、「安曇野」の文字
が現れた

名称変更したことを告知する横断幕（上）安曇野
ＩＣ料金所のほか市内の道路案内標識も安曇野
の名称に変更された（右）

式典会場横のサンモリッツ大ホールで
は、市と近隣市町村の特産なども販売し、
地域の魅力を発信するイベントが開催さ
れた

イベント会場前では名称
変更を記念したストラッ
プが配られた

昭和 63 年８月３日の豊科イン
ターチェンジ開通を伝える、当
時の「広報とよしな」。紙面では
高速道路の開通を祝い、通り初
めを行った写真が掲載され、開
通が安曇野一円の産業・経済・
文化などの発展につながること
に期待を寄せていることが伺え
る

配布されたストラップ

◎巻頭　安曇野の名を全国へ

安曇野 I
インターチェンジ

C に名称変更
田
た ざ わ

澤 瑠
る み

美さん

 　　結
ゆ い は

葉ちゃん
（豊科）　

とても分かりやす
くなりました

県外から引っ越してき
て２年目になります
が、来た当初は「豊科」
の地名に慣れませんで
した。安曇野になって
とても分かりやすくな
ったと県外にいる家族
と話しました。

内
な い と う

藤 恭
や す こ

子さん

 　　慶
きょうすけ

介くん
（穂高北穂高）

安曇野を多くの人
に知ってもらう機
会に

使い慣れた豊科 IC の
名がなくなるのは少し
さみしいですが、県外
など多くの人にもっと
知ってもらういい機会
だと思います。

上
うわだいら

平 直
な お き

樹さん
（豊科南穂高）

安曇野地域の発展
に期待

県外の人に安曇野から
来たと話すと安曇野の
ことを知っていて、そ
の知名度の高さに驚き
ました。この機会に観
光など地域の産業がも
っと発展するといいで
すね。

Azumino Interchange
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◎特集　平成 23 年度決算公表

平
成
23
年
度
の
歳
入
決
算
額
は

３
８
２
億
４
０
０
万
円
で
前
年
度
比

１
億
３
７
０
０
万
円
（
０
・
４
％
）

増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
決
算
額
は

３
７
９
億
１
８
０
０
万
円
で
前
年
度

比
１
億
６
０
０
０
万
円
（
０
・
４
％
）

増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
額
（
形

式
収
支
）
は
2
億
８
６
０
０
万
円

で
、
そ
こ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ

き
財
源
１
億
８
０
０
万
円
（
繰
越
明

許
費
）
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
１
億
７
８
０
０
万
円
の
黒
字
に
な

り
ま
し
た
。

昨
年
度
、
市
に
入
っ
た
お
金
、
使
っ
た
お
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
決
算
公
表

平
成
23
年
度
安
曇
野
市
の
各
会
計
の
決
算
が
９
月
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
会
計
の
下
水
道
事

業
会
計
と
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
の
決
算
は
不
認
定
、
そ
の
他
の
各
会
計
決
算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
算
を
元
に
し
た
普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会
計
）
の
決
算
状
況

を
は
じ
め
各
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

普
通
会
計
の
実
質
収
支
額
は

１
億
７
８
０
０
万
円
の
黒
字

前年度比
1 億 3,700 万円（0.4%）増

前年度比

1 億 6,000 万円（0.4%）増

市の財政状況は？
良好な比率を維持

自治体の財政状況が良好かどうかを
示す指標として健全化判断比率があり
ます。安曇野市は財政再建に取り組ま
なければならない水準（早期健全化基
準：実質公債費比率 25.0％、将来負担
比率 350.0%）を大幅に下回る比率を維
持しています。

●財政が健全かを示す指標
実質赤字比率
普通会計（一般、同和住宅新築）の
赤字の割合
連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計の全
ての会計の赤字の割合
実質公債費比率
年間の借入金返済額の割合
将来負担比率
将来負担を見込まれる負債の割合

●財政健全化比率の状況

指　標 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

実質赤字
比率

黒字のため
数値なし

黒字のため
数値なし

黒字のため
数値なし

連結実質
赤字比率

黒字のため
数値なし

黒字のため
数値なし

黒字のため
数値なし

実質公債
費比率 14.4 13.6 12.9

将来負担
比率 61.2 49.0 35.0

（単位：％）

入ったお金と
使ったお金、両方と
も増えました

普通会計
平成 23 年度（外）
平成 22 年度（内）

平成 23 年度（外）
平成 22 年度（内）

地方税
117億4,700万円

国県支出金
53億1,400万円

市債
47億4,100万円

諸収入等
24億1,700万円

譲与税等
30億4,200万円

22億5,300万円

地方交付税
109億4,300万円

114億3,800万円

106億6,800万円

58億6,900万円

46億9,300万円

31億4,600万円

歳 入
382億400万円

歳 出
379億1,800万円

扶助費
53億5,600万円

50億8,700万円

60億3,300万円

52億7,100万円

56億5,500万円

46億2,300万円

43億100万円

29億4,300万円

38億4,500万円

投資的経費
54億4,000万円

物件費
52億5,700万円

人件費
57億2,400万円

公債費
47億2,300万円

繰出金
43億7,800万円

積立出資金等
32億9,700万円

その他
37億4,300万円

内訳など
地　方　税　市民税や固定資産税など
地方交付税　全国どこの市町村でも一定のサービスが受けら

れるようにするため、人口や税収などに応じて
国から配分されるお金

国県支出金　市の事業に対し、国や県から交付されたお金
諸　収　入　貸したお金の返済金や預金利子など
市　　　債　市の借入金
譲 与 税 等　国が徴収した税の配分金や使用料・手数料など

内訳など
扶　助　費　子ども手当や介護給付費等の医療・福祉費
投資的経費　道路整備や保育園建設、給食センター建設費
物　件　費　予防接種などの事業委託料や消耗品などの需用費等
人　件　費　市職員の給与や議員報酬など
公　債　費　市債の元利償還金
繰　出　金　特別会計へ繰り出したお金
積立出資金等　基金へ積み立てたお金など
そ　の　他　市施設の維持補修費や一部事務組合負担金など

早期健全化の
基準を大きく
下回りました。
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◎特集　平成 23 年度決算公表

11億
7,694万円

1億
6,869万円

5,209万円

2億
6,417万円

8,198万円

1,940万円 4億
1,561万円

1億
4,334万円

18億
9,271万円

468万円8,406万円

838万円

2億
6,417万円

１．健全な財政運営３．活力ある産業・観光基盤づくり

４．協働による人を育む
　　まちづくりの推進

■コールセンター設置■担い手支援事業

■国内・国際
　友好交流事業

■ほりでーゆ～
　運営事業

■各区交付金

■観光振興事業、
　地域振興事業補助

■コミュニティ
　助成事業補助金 ■公立保育園整備

■本庁舎建設事業
■明科総合支所等
　施設改築事業

■小中学校施設整備

■子宮頸がん等
　ワクチン接種事業

■子ども手当、
　児童手当の
　支給事業

市税コールセンターを設置し、未納者
の自主的な納付を促し、市税の納期内
確保と徴収率向上を図りました。

担い手支援と水田活用上の戦略作物の
作付拡大を推進するため、市独自の補
助金交付を実施しました。

国内外の友好交流都市と連携・交流を
深めお互いの特性を生かし、文化交流
と人材育成を推進しました。

施設の老朽化に伴う大規模改修工事
を行いました。

各区の活動に対して交付金を交付し
ました。

｢おひさま｣ 放映もあり、｢安曇野｣ の
豊かな自然環境と歴史や文化などが広
く国内外に情報発信され、観光振興及
び地域振興を目的とした安曇野花火な
ど各種イベントに助成し、誘客に努め
ました。

自主防災組織が行う防災訓練や、資材
の購入経費に対して支援を行いまし
た。

北穂高保育園の改築工事と豊科南部
保育園の旧園舎解体や駐車場整備を
行いました。

本庁舎等建設の基本設計および用地
取得等を行いました。

明科総合支所と公民館機能を持つ、
複合施設建設に着手しました。

豊科北小学校の耐震工事、豊科南小
学校の教室増築、豊科北中学校の理
科室改築等施設整備を行いました。

ワクチン接種の推進を図り、早期予防
に努めました。

次代の社会を担う子どもの、健全な育
成および資質の向上のため、支給事業
を行いました。

平成 23 年度

こんなことに取り組みました
２．安心・安全で健やかに暮らせる
　　住環境確保

厳しい財政状
況を踏まえな
がら、各種計
画の実現を目
指しました。
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市
債
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債

と
合
併
特
例
債
の
発
行
状
況
は
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
地
方
交
付

税
と
し
て
交
付
す
る
べ
き
国
の
財
源

が
不
足
す
る
た
め
、
そ
の
穴
埋
め
と

し
て
地
方
公
共
団
体
自
ら
に
地
方
債

を
発
行
さ
せ
る
（
借
金
さ
せ
る
）
制

度
で
す
。
償
還
に
要
す
る
費
用
は
、

後
年
度
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

さ
れ
る
た
め
実
質
的
な
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

合
併
特
例
債
は
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

庁
舎
等
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
の
建

設
事
業
や
地
域
振
興
事
業
の
た
め
の

積
み
立
て
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
地
方
債
（
借
金
）
で
す
。
対
象
事

業
費
の
95
％
に
充
当
で
き
、
返
済
す

る
際
の
元
金
と
利
子
の
70
％
相
当
額

が
、
毎
年
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

さ
れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
（
償

還
期
間
は
20
年
以
内
）。

市
で
は
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用

し
、
安
曇
野
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

基
づ
い
た
子
育
て
関
連
施
設
の
保
育

園
や
児
童
館
、
交
流
学
習
施
設
、
安

市
の
借
入
金
に
あ
た
る
市
債
の
平

成
23
年
度
末
残
高
（
グ
ラ
フ
１
）
は
、

全
会
計
の
合
計
で
９
１
０
億
4
千
万

円
と
な
り
、
前
年
と
比
べ
る
と
13
億

円
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
の
貯
金
に
あ
た
る
基
金

残
高
（
グ
ラ
フ
2
）
は
、
財
政
調
整

基
金
や
減
債
基
金
に
つ
い
て
は
年
々

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目

的
の
あ
る
そ
の
他
の
基
金
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
推
進
の
た
め
積

み
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

普
通
会
計
に
お
け
る
今
後
の
市
債

曇
野
赤
十
字
病
院
建
設
費
補
助
な
ど

の
建
設
事
業
に
使
用
し
ま
し
た
。

残
高
の
推
計
（
※
）
は
、
平
成
23
年

度
末
時
点
で
グ
ラ
フ
3
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
平
成
27
年
度
ま
で
計
画
さ

れ
て
い
る
、
本
庁
舎
建
設
や
保
育
園

整
備
な
ど
の
事
業
実
施
に
よ
り
市
債

残
高
が
増
加
し
ま
す
が
、
年
度
毎
の

事
業
の
平
準
化
を
図
り
、
借
入
額
の

抑
制
に
努
め
ま
す
。

合併特例債等の発行内訳

普通会計における市債（借入金）残高の推移（グラフ 3）

市の借入金と
貯金の状況は？

普
通
会
計
市
債
残
高
は

27
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少

臨
時
財
政
対
策
債
と

合
併
特
例
債
の
発
行
状
況

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度
0 0

2,000
5,000

10,000

15,000

20,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（百万円） （百万円）

財政調整基金

減債基金

その他

特別会計分基金

合計（特会分含む）

合計（一般会計分）
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13,967

15,699

17,871
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19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

農集排会計

下水会計

普通会計
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水道事業会計

臨時財政
対策債

（百万円）

合計
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【用語解説】
普通会計

各地方自治体の財政状況の把握や地方自治体間の財政比較等のために用いられる会計で、一般会計と特
別会計（公営企業会計など特定の特別会計を除く。）を合算し、会計間の重複等を控除した統計上、観念
上の会計

臨時財政対策債
国に地方交付税の財源が不足した場合、地方交付税に代わる地方一般財源として発行可能となった、特
例的な地方債。償還（返済）に要する費用は、後年度の地方交付税で措置されるため、実質的には地方
交付税の代わりとなる財源

合併特例債
市が発行する市債の１つであり、合併団体で策定した新市建設計画に基づいて実施する公共施設の整備
や合併後の地域振興のための基金積立事業に対して発行する地方債。合併特例債は元利償還時に償還額
の 70％が基準財政需要額に算入され、地方交付税として交付されるため、市の実質的な償還額は 30％
となる

財政調整基金
地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するために設けられる基金

減債基金
地方債の償還（返済）を、計画的に行うために設けられる基金

（単位：百万円）

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

臨時財政対策債 400 臨時財政対策債 1,000 臨時財政対策債 1,554 臨時財政対策債 2,647 臨時財政対策債 1,969 

合併特例債　計 3,177.0 合併特例債　計 1,685.8 合併特例債　計 2,006.1 合併特例債　計 2,027.1 合併特例債　計 2,673.5 

中部・南部給食ｾﾝﾀｰ 964.3 穂高交流センター 348.2 穂高交流センター 66.0 堀金児童館 45.1 新本庁舎 871.0 

穂高交流センター 463.8 有明保育園 576.4 豊科交流センター 69.5 豊科交流センター 321.2 明科総合支所 241.9 

三郷児童館 202.5 安曇野赤十字病院
建設補助 459.5 有明保育園 118.7 豊科南部保育園 58.9 北穂高保育園 100.6 

豊岳荘建設補助 171.0 堀金保育園 301.7 安曇野赤十字病院
建設補助 1,641.3 安曇野赤十字病院

建設補助 1,188.4 防災行政無線 183.5 

有明保育園 149.9 防災行政無線 38.3 防災行政無線 139.3 北部給食センター 706.5 

地域振興基金 1,225.5 龍門渕公園 72.3 北部給食センター 274.2 地域振興基金 570.0 

問県安曇野庁舎内財政課　471・2000 ㈹ 671・5000
※平成 23 年度公表の安曇野市財政計画を 1 億円単位でグラフ化

市債（借入金）残高（グラフ１）

基金（貯金）残高（グラフ 2）

棒グラフ

棒グラフ

折れ線グラフ

折れ線グラフ

よくご質問い
ただく内容に
お答えします。

平成 27 年度をピークに減少
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各
特
別
会
計
が
黒
字
に

一
般
会
計
と
は
別
に
独
立
し
て
経

理
を
行
う
特
別
会
計
で
は
、
各
会
計

と
も
赤
字
の
決
算
が
な
く
、
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
等

２
会
計
が
不
認
定
に

監
査
委
員
決
算
審
査
指
摘
事
項

下
水
道
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

決
算
審
査
時
、
監
査
委
員
か
ら
次
の

よ
う
な
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

①
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
収

入
未
済
額
が
3
億
１
２
７
９
万
8

千
円
、
区
域
外
流
入
負
担
金
の
収

入
未
済
額
が
１
６
３
０
万
円
と
多

額
で
あ
る
こ
と

②
財
産
調
査
・
差
押
執
行
等
に
よ
り

収
入
未
済
額
を
減
少
さ
せ
、
消
滅

時
効
を
防
ぎ
、案
件
に
よ
っ
て
は
、

法
令
等
に
の
っ
と
っ
て
不
納
欠
損

処
理
等
を
慎
重
か
つ
厳
正
に
行
う

こ
と

議
会
決
算
報
告

本
年
9
月
定
例
議
会
で
は
、
市
が

提
出
し
た
決
算
報
告
の
う
ち
下
水
道

事
業
特
別
会
計
お
よ
び
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
の
2
つ
の
特
別
会

計
決
算
に
つ
い
て
、「
不
認
定
」
と

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
議
会
建
設
水
道
委
員
会

が
2
つ
の
会
計
を
不
認
定
と
し
た
理

由
、指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
受
益
者
負
担
金
の
収
入
未
済
額

が
、
年
々
累
積
し
過
去
最
大
に
な

っ
て
い
る
が
、
何
年
た
っ
て
も
改

善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

②
滞
納
繰
越
分
の
う
ち
、
消
滅
時
効

等
に
よ
り
不
納
欠
損
処
理
す
べ
き

額
が
５
１
８
６
万
円
生
じ
て
い
る

が
、
今
ま
で
一
度
も
不
納
欠
損
処

理
を
し
て
い
な
い
こ
と

③
管
理
回
収
体
制
の
抜
本
的
改
革
に

よ
る
再
発
防
止
に
努
め
、
市
民
の

不
公
平
感
を
取
り
除
く
手
だ
て
を

講
じ
る
こ
と

な
お
決
算
は
不
認
定
と
な
り
ま
し

た
が
、
執
行
さ
れ
た
予
算
は
無
効
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
収
金
減
少
に
向
け

収
納
体
制
を
強
化

こ
う
し
た
指
摘
を
真
摯し

に
受
け
止

め
、
市
で
は
10
月
か
ら
市
税
以
外
の

料
金
・
使
用
料
に
つ
い
て
も
収
納
体

制
強
化
を
一
層
図
り
、
未
収
金
の
縮

減
に
向
け
て
努
め
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

民
間
の
企
業
会
計
の
よ
う
に
利
用

料
金
な
ど
の
収
益
で
運
営
す
る
公
営

企
業
会
計
は
、
水
道
事
業
会
計
と
市

営
宿
舎
事
業
会
計
の
2
つ
の
会
計
が

あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
普
段
使
用
す
る

水
道
を
扱
う
水
道
事
業
会
計
の
決
算

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
支
は
、
水
道
水
を
供
給

す
る
た
め
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

経
費
と
財
源
で
す
。
主
な
収
入
が
水

道
料
金
で
、
総
額
は
20
億
２
７
７
８

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
支
出
に

つ
い
て
は
主
に
水
道
施
設
の
修
繕
費

で
、
支
出
総
額
は
19
億
１
７
６
万
9

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

23
年
度
の
純
利
益
は
１
億
１
２
５
６

万
4
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。
黒

字
分
は
建
設
改
良
積
立
金
と
し
て
積

み
立
て
、
水
道
施
設
を
新
し
く
す
る

た
め
に
活
用
し
ま
す
。

資
本
的
収
支
は
水
道
施
設
を
建

設
・
改
良
す
る
た
め
の
経
費
と
財
源

で
す
。
主
な
収
入
は
、
下
水
道
工
事

に
伴
う
水
道
管
布
設
替
工
事
の
負
担

金
で
、
収
入
総
額
は
１
億
５
２
０
３

万
3
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
支
出
に

つ
い
て
は
主
に
災
害
時
に
水
道
水
の

確
保
を
す
る
た
め
の
配
水
池
、
緊
急

遮
断
弁
設
置
工
事
、
老
朽
管
の
布
設

替
工
事
、
国
等
か
ら
の
借
入
金
返
済

で
、
支
出
総
額
10
億
５
９
７
０
万
１

千
円
、
差
し
引
き
9
億
７
６
６
万
8

千
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。
不
足

分
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
支
で
生

じ
た
利
益
を
積
み
立
て
て
あ
る
建
設

改
良
積
立
金
等
を
活
用
し
て
水
道
施

設
建
設
工
事
費
に
充
て
て
い
ま
す
。

市
営
宿
舎
事
業
会
計

市
営
宿
舎
事
業
会
計
は
、
資
本

的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し

て
不
足
す
る
額
１
９
９
万
円
を
、
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
１
８
９

万
５
０
０
０

円
お
よ
び
消

費
税
資
本
的

収
支
調
整
額

9
万
５
０
０

０
円
で
補
て

ん
し
て
い
ま

す
。

◎特集　平成 23 年度決算公表

特別会計
の決算状況

公営企業会計
の決算状況

会　計 歳　入 歳　出 差　引
同和地区住宅新築
資金等貸付事業 2,168 2,140 27

国民健康保険 9,800,664 9,623,164 177,500

後期高齢者医療 831,781 819,698 12,083

介護保険 7,139,234 7,091,431 47,802

上川手山林財産区 3,699 1,710 1,988

北の沢山林財産区 436 268 167

有明山林財産区 1,173 234 938

富士尾沢山林財産区 893 113 780

穂高山林財産区 860 104 755

産業団地造成事業 99,647 99,413 234

●特別会計（認定となったもの）
●公営企業会計

●特別会計（不認定となったもの）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

会　計 歳　入 歳　出 差　引

下水道事業 4,467,711 4,458,039 9,672

農業集落排水事業 186,692 186,000 691

会計名 歳　入 歳　出 差引額

水道
事業会計

収益的収入
および支出 2,027,786 1,901,769 126,017

資本的収入
および支出 152,033 1,059,701 -907,668

市営宿舎
事業会計

収益的収入
および支出 27,409 40,632 -13,223

資本的収入
および支出 0 1,990 -1,990
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市
の
職
員
数
や
給
与
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

（1）職員の採用および退職の状況
　　平成 23 年度退職者 34 人　平成 24 年 4 月採用者 29 人

（2）職員数の状況

●職員の任免および職員数に関する状況

●特別職の報酬等の状況（平成 23 年度）

●職員の勤務時間とその他勤務条件の状況
（1）勤務時間の状況

原則として１日 7 時間 45 分（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分。休憩時間を除く）勤務です。
休日は原則として土・日、祝日、年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）です。

（2）年次休暇の取得状況
平成 23 年中の一人当りの平均取得日数は 7.8 日でした。

（3）育児休業の取得状況
平成 24 年 4 月 1 日現在育児休業中の職員は 30 人でした。

●職員の分限および懲戒処分の状況
　分限処分とは公務能率の維持を目的に職員になされる処分であり、一方懲戒処分は職員の義務違反
に対するものや全体の奉仕者にふさわしくない非行のあった場合になされる処分です。
　平成 23 年度中の処分件数は、分限処分が 4 人（心身の故障による休職）、懲戒処分はありませんでした。

●職員の研修の状況
　一般研修である「新規採用職員研修」、「接客力向上研修」等は 938 人、専門研修である「財務会
計事務研修」、「法制執務研修」等は 132 人、階層別研修である「一般行政職員研修」、「係長研修」
等は 64 人、派遣研修である「国・県への派遣研修」等は 2 人が行いました。なお、これらは人事課
が行っている研修項目の集計です。

●職員の福祉および利益の保護の状況
（1）健康診断などの実施状況

　健康診断の受診者数は 320 人、人間ドック受診者数は 399 人、がん検診受診者数は延べ 173 人でした。
（2）職員互助会の設置及び活動状況 

　地方公務員法第 42 条に基づき安曇野市職員互助会を設置し、職員の健康増進、体力向上、その他
福利厚生に関する事業を実施しています。

・互助会名称　　　安曇野市職員互助会・長野県市町村職員互助会　（会員数 761 名）
・職員互助会費　　給料月額の 3.5/1000　・市負担金　給料月額の 3.5/1000　（市負担金総額 1,052 万円）
・平成 23 年度決算額　　収入 6,210 万円　支出 4,717 万円　
（支出の主な内訳：県互助会掛金・負担金 1,683 万円、県互助会からの給付金 1,946 万円、
職員スポーツ大会 73 万円）

・平成 24 年度予算額　　6,328 万円　（うち市負担総額 1,032 万円）
（3）公務災害の認定状況

　公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場合には、一定の補償が行われます。
　公務災害認定・・・・5 件　　　　通勤公務災害・・・・1 件

（4）不利益処分に関する不服申し立ての状況等
　勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

部　門 職員数（人） 対前年
増減数Ｈ 23.4.1 Ｈ 24.4.1

一般行政

議会 7 6 － 1
総務 178 177 － 1
税務 51 54 3
民生 173 167 － 6
衛生 63 64 1
労働 1 1 0

農林水産 52 53 1
商工 19 19 0
土木 55 57 2
小計 599 598 － 1

特別行政 教育 80 78 － 2

公営企業等

水道 19 21 2
下水道 12 11 － 1
その他 45 42 － 3
小　計 76 74 － 2

合計 755 750 － 5
（注）地方公共団体定員管理調査の数値です。職員数は一般職に属する職員数であり、休職者などを含み、
　　 臨時または非常勤職員を除いています。

（注）市長、副市長の給料月額は、条例による減額後の額です。

区　分 月　額 期末手当
給料

（注）
市　長 742,400 円 6 月期　1.40 月分

12 月期　1.50 月分
　　計　　2.90 月分

（加算措置 40％）

副市長 691,200 円

報 酬
議　長 459,000 円
副議長 383,000 円
議　員 360,000 円

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には特別職（市長等、審議会委員など）に支給される給料、報酬等を含みます。

●職員の給与の状況

住民基本台帳人口
（平成 24 年３月３１日現在）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

97,795 人 37,917,559 千円 178,711 千円 5,843,484 千円 15.4％

（2）職員給与費の状況（平成 24 年度一般会計予算）

（注）職員手当には退職手当を含みません。当初予算に計上された額です。

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

737 人 2,764,178 千円 305,556 千円 1,011,929 千円 4,081,663 千円 5,538 千円

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料を 100 とした場合の
　　 給与水準を示す指数です。

（3）ラスパイレス指数（給与水準）の状況

区　分 安曇野市 全国市平均
23 年度 96.1 98.8

（4）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 24 年４月１日現在）

（注）平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
安曇野市 325,669 円 356,618 円 43 歳 10 月 373,100 円 378,800 円 58 歳 11 月
長野県 345,815 円 404,738 円 45 歳 5 月 283,700 円 309,537 円 55 歳 10 月

（5）職員の初任給の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）
 区　分 安曇野市 長野県 国

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 175,600 円 Ⅰ種 181,200 円
Ⅱ種 172,200 円

高校卒 140,100 円 142,300 円 140,100 円

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　（平成 24 年４月１日現在）

区　分
経験年数

7 年以上
10 年未満

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

一　般
行政職

大学卒 238,396 円 272,542 円 314,912 円
高校卒 　― 247,675 円 289,093 円

※国、県と同じ支給率です。

（7）職員の手当の状況
○退職手当（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区　分
支給率

自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

職務上の段階による加算措置　有

○期末手当・勤勉手当（平成 23 年度）

区　分
支給割合

期末手当 勤勉手当
６月期 1.225 月分 0.675 月分

12 月期 1.375 月分 0.675 月分
計 2.6 月分 1.35 月分

職務の級による加算措置　有
※国と同じ支給割合です。

○その他の手当

手当名 内　　　　　　容

扶　養　手　当
主として職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
○配偶者　　　　　　　　月額 13,000 円
○配偶者以外の扶養親族　月額 6,500 円（15 歳～ 22 歳の子は１人につき 5,000 円加算）

寒 冷 地 手 当
11 月～３月の各月に支給　　○扶養親族のある世帯主　月額　17,800 円

○扶養親族のない世帯主　月額　10,200 円
○その他の職員　　　　　月額　 7,360 円

通　勤　手　当 ○交通機関利用の場合　　通勤に要する運賃相当額（月額 55,000 円限度）
○自動車等を利用の場合　（片道2Km以上）月額2,000円～（片道60Km以上）月額24,500円

管 理 職 手 当 職制上の段階により支給
時間外勤務手当 時間外の勤務 1 時間につき、給料月額を基本とした時間単価の 125％～ 160％を支給

特 殊 勤 務 手 当
○感染症等防疫作業手当　　 日額 500 円　○行旅死病人取扱手当　1 件 1,500 円～ 2,500 円
○犬猫等死体処理作業手当　 １件 500 円　○野犬等処理作業手当　1 件 500 円
○福祉業務手当　　日額 300 円～ 500 円

住　居　手　当 借家等の場合　月額 27,000 円限度
宿 日 直 手 当 宿日直 1 回につき　4,200 円　

市政トピックス

問本庁舎内人事課　471・2000 ㈹ 671・5155
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安
心
・
安
全
な
水
の
供
給
と
水
源
の
安
定
化
に
向
け
て

三
郷
地
域
の
水
源
転
換
を
行
い
ま
す

市
の
水
道
水
源
が

す
べ
て
地
下
水
に

市
の
水
道
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
旧

町
村
単
位
に
5
つ
の
水
道
事
業
で
経

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
9
月
に

豊
科
水
道
事
業
と
三
郷
水
道
事
業
を

統
合
す
る
事
業
認
可
を
受
け
、
新
た

に
安
曇
野
市
水
道
事
業
を
創
設
し
ま

し
た
。
こ
の
統
合
に
よ
り
、
濁
り
水

の
影
響
を
受
け
や
す
い
黒
沢
川
の
水

源
を
廃
止
し
、
水
量
、
水
質
と
も
に

安
定
し
た
地
下
水
へ
の
水
源
転
換
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
水
源

に
は
三
郷
地
域
の
新
設
井
戸
と
豊
科

地
域
の
水
道
水
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
、
市
内
の
水
道
の
水
源
は
す
べ

て
地
下
水
に
な
り
ま
す
。

水
源
転
換
に
必
要
な
工
事
は
、
本

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
予
定

で
、
総
事
業
費
は
約
23
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
事
業
の
財
源
の
一
部

に
は
、
合
併
特
例
債
を
は
じ
め
、
県

補
助
金
な
ど
も
充
て
る
予
定
で
す
。

本
年
度
は
一
部
管
路
工
事
に
着
手

し
、
送
水
管
・
ポ
ン
プ
施
設
は
、
黒

沢
川
の
濁
り
水
の
影
響
を
受
け
や
す

い
小
倉
配
水
系
の
工
事
を
先
行
し
ま

す
。
新
水
源
の
利
用
開
始
は
平
成
26

年
度
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

三
郷
地
域
の
水
道
超
過
料
金
の

改
定
を
行
い
ま
す

　

豊
科
・
三
郷
地
域
の
事
業
統
合
に

よ
り
、
豊
科
地
域
の
水
道
料
金
に
統

一
さ
れ
る
た
め
、
三
郷
地
域
に
つ
い

て
は
、
水
道
超
過
料
金
の
改
定
を
行

い
ま
す
。
平
成
25
年
4
月
請
求
分
か

ら
、
2
カ
月
で
使
用
水
量
61
立
方
㍍

以
上
の
超
過
料
金
分
が
、
１
立
方
㍍

あ
た
り
１
５
０
円
か
ら
１
８
０
円
に

改
定
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
下
水
道

料
金
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●水源転換工事の予定
年度・種別 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年

年度別事業費の内訳
（総事業費約23億円） 1億円 10億円 7億5千万円 4億5千万円

管路工事（約8km）
　野沢水源ポンプ場
　～小倉配水池
管路工事（約4km）
　真々部配水池
　～野沢水源ポンプ場
施設整備
　井戸・ポンプ場
　・調整池・電気計装

●三郷地域水源転換後の送水系統図

●料金改定の内容
三郷地域新旧料金表（1 期 2 カ月分）

一般家庭用13mmの使用水量別料金の
比較例（1 期 2 カ月分）

使用水量
（１期２カ月あたり） 旧料金 新料金 差額

20㎥ 3,000

変更なし
30㎥ 4,500
40㎥ 6,000
50㎥ 7,500
60㎥ 9,000
70㎥ 10,500 10,800 300
80㎥ 12,000 12,600 600
90㎥ 13,500 14,400 900
100㎥ 15,000 16,200 1,200
150㎥ 22,500 25,200 2,700
200㎥ 30,000 34,200 4,200
300㎥ 45,000 52,200 7,200

用　途
（口 径） 基本料金

超過料金（１㎥につき）
旧超過料金 新超過料金

一般用
（13 ～ 100mm）

変更なし
（20㎥まで）

一律 150 円
（21㎥以上）

150 円
（21 ～ 60㎥）

180 円
（61㎥以上）

太枠内の 61㎥以上の超過料金が変わります。

（消費税込み、単位：円）

（消費税込み、単位：円）

問豊科総合支所内上水道課
　472・3111 ㈹ 672・3176

新本庁舎建設記念イベント

アイデアを募集
平成 25 年春、新本庁舎建設工事が始まりま

す。これまで市民の皆さんから、市民説明会・
ワークショップ等でさまざまなご提案をいた
だきながら、新本庁舎建設計画を進めてきま
した。今回は、市民参加による「新本庁舎建
設記念イベント」のアイデアを募集します。
記念レリーフ制作や植樹など、庁舎建設が多
くの市民の皆さんの思い出となるようなアイ
デアをお寄せください。

記念イベントは、皆さまからいただいたア
イデアを参考に検討し、決定します。アイデ
アの概要は、後日ホームページなどで公表し
ます。

●応募方法　応募用紙に提案内容・住所・氏名・
年齢・性別・電話番号を記入の上、各総合
支所地域支援課または総務部庁舎建設推進
課へ持参してください。応募用紙は各総合
支所地域支援課窓口、市ホームページ上に
あります。郵送・ファクス・電子メールで
も応募できます。

●応募期限　12 月 21 日（金）（消印有効）
●応募先　〒 399-8205　豊科 4932 番地 46
　安曇野市役所 総務部 庁舎建設推進課
　671・5000

mhonchoushakensetsu
　@city.azumino.nagano.jp

問本庁舎内庁舎建設推進課
　（471・2000 ㈹　671・5000）

新庁舎イメージ（新本庁舎基本設計より）

新たな送水元となる真々部
配水池

地下水に水源が変わる小倉
配水池

市政トピックス

真
々
部
配
水
池

野
沢
水
源
ポ
ン
プ
場

室
町
調
整
池

小
倉
ポ
ン
プ
場

上長尾
配水池

小　倉
配水池

小　倉
高　区
配水池

野　沢
配水池（豊科高家）

送
水
量

３
２
０
０
㎥
／
日

送
水
量

５
２
０
０
㎥
／
日

送水量
1620㎥/日

（新設）

（三郷温） （三郷小倉） （三郷小倉）

既存水源と合わせて一日最大給水量 7,800㎥ / 日を確保します。

（新設） （新設）
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友好都市の東京都武蔵野市立第六中学校の
生徒約 80 人が 9 月 5 日から 9 日まで 4 泊 5
日で市内を訪れ 9 月 8 日、一般家庭に泊まる
民泊体験をしました。同校は平成 9 年から、
同市の第五中学校は平成 14 年から毎年、市
内で民泊体験、農業体験などを行っています。
当初から受け入れている重柳区の小林誠さん
宅では、生徒 5 人がソバ打ちなどを体験。班
長の荒

あら

明
あ す か

日香さん（中１）は「そばをこねる
のが大変でした」と体験の感想を話しました。
小林さんは「わが家らしい民泊体験を今後も続
けていきたい」と話しました。来年度の民泊・
農業体験の受け入れ先を募集しています。詳
細はビレッジ安曇野（72・8568）まで。

第 48 回関東甲信越ブロックサイクリング
ラリーが 9 月 15 日、市内を中心に行われま
した。この催しはサイクリングと共に地元の
文化などにも親しむことを目的としていま
す。この日は全国から愛好家ら約 300 人が参
加。出発地点のほりでーゆ～四季の郷からわ
さび田はじめ市内を巡るコースなど 3 つの
コースに分かれ、それぞれが秋空の安曇野を
満喫しました。通算 42 回目の参加となる東

あずま

洋
よういち

一さん（群馬県桐生市）は「各県ごとのコー
スに特色があり毎年楽しみにしています。仲間
との再会もうれしいです」と話してくれました。

9/5　武蔵野市立第六中学校民泊体験

9/15　第48回関東甲信越ブロックサイクリングラリー

安曇野の暮らしを体験

秋の安曇野を駆け抜ける

穂高神社の「御
お ふ ね

船祭り」で曳
ひ

き回される、穂高区の
子供船を曳くイベントが、9 月 30 日に行われました。

このイベントは、普段一般の人が曳くことのない子
供船をこの機会に曳き、地域の文化に親しんでもらお
うと「安曇野のお祭展」実行委員会が、特別展「安曇
野のお祭りⅠ～オフネがつなぐ地域の輪～」のプレイ
ベントとして企画したものです。

この日は、公募で集まった子どもや保護者のほか、
地元の祭典奉仕団体「睦

ぼくゆうしゃ

友社」の会員など約 110 人が
参加。長さ約 9㍍、高さ約 4㍍の子供船を、穂高神社
から旧道を通り、穂高交流学習センター「みらい」ま
での約 1 キロ㍍を 1 時間ほど掛けて曳きました。曳

えいこう

行
された子供船は、10 月 6 日まで穂高交流学習センター
のロビー横に設置されました。

家族と参加者した穂高北小学校 4 年生の若林大
や ま と

和く
んは「暑くて疲れたけど、とても楽しかったです」と
話してくれました。

なお、特別展は豊科郷土博物館と穂高交流学習セン
ター「みらい」、豊科交流学習センター「きぼう」で
10 月 20 日から 12 月初旬まで開催しています。

9/30　安曇野のお祭り展“プレイベント”

オフネを曳
ひ

いてみよう

市内各小学校で 9 月 15 日・22 日、運動会が行われ
ました。

15 日に行われた、豊科南穂高の豊科北小学校（児童
610 人）では、カラフルな傘を使った 2 年生のダンスや、
各学年代表によるリレーが行われました。

また、同日明科東川手の明北小学校（児童 137 人）
では、赤白各チームの応援合戦や、5・6 年生男子によ
る組体操が行われました。各学校ではクラスの仲間や、
家族からの声援を受け、子どもたちは、元気いっぱい
の表現、競技を見せてくれました。

9/15・22　市内各小学校運動会

秋空の下、校庭に子どもたちの歓声

市民大学講座特別編の１回目が 9 月 23
日、堀金総合体育館サブアリーナで開催さ
れました。講師には山形弁研究家で、テレ
ビなどで食のリポーターとして活躍するダ
ニエル・カールさんが「食と健康」をテー
マに講演しました。ダニエルさんは、時折ユー
モアを交えながら「長野県は自然が豊かで、
野菜や果物がとてもおいしい。謙遜せずに、
もっと自慢してはどうか」と会場に集まっ
た約 350 人の市民に呼び掛けました。

ノーベル賞作家・川端康成の書など 2 点
が9 月27 日、市に寄贈されました。寄贈した
のは、鳥羽泰子さんと鳥羽泰之さん（松本市）
です。昭和 45 年、安曇野を訪れた川端康成・
井上靖・東山魁夷の 3 人が宿泊した旅館を、
泰子さんと姉で泰之さんの母、節子さん（故
人）が当時経営しており、書はお礼として
贈られました。来訪後 40 年がたち、ゆかり
のある市に今回、寄贈したものです。市では、
書を穂高交流学習センター・みらいで公開
し、将来は新しい市本庁舎に飾る予定です。

9/23　市民大学講座　特別編

9/27　川端康成の書などが市へ寄贈

ダニエル流 食と健康とは

安曇野にゆかりの書が寄贈される
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元
気
は
つ
ら
つ
と
、
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
向
け

の
易
し
い
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
や
、

手
軽
な
筋
ト
レ
も
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

11
月
28
日
か
ら
平
成
25
年
2

月
20
日
ま
で
の
水
曜
日
（
一
部
休
み

あ
り
）

●
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

●
場
所　

堀
金
公
民
館
講
堂

●
講
師　

逢
澤
玲
子
先
生

●
対
象　

一
般

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
０
０
０
円

（
別
途
保
険
料
１
８
５
０
円
）

●
申
し
込
み　

10
月
31
日
（
水
）
か
ら

11
月
7
日
（
水
）
ま
で
に
社
会
教
育

課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

マ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
な
ど
道
具
を
使
っ

て
、
楽
し
く
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

《
剣
道
》

●
日
時　

11
月
25
日
（
日
）

　

開
会
式　

午
前
9
時
～

●
場
所　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
者
も
し
く
は

市
内
通
勤
・
通
学
者
で
高
校
生
以
上
。

団
体
選
手
は
5
段
以
下
。個
人
戦
は

称
号
を
持
つ
人
を
除
く
。団
体
戦
参
加

チ
ー
ム
は
、部
門
ご
と
3
チ
ー
ム
以
内
。

●
参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
団
体
戦

と
個
人
戦
の
両
方
出
場
す
る
場
合

は
、
団
体
戦
分
の
み
）

●
申
し
込
み　

各
地
域
公
民
館
や
体
育

館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

し
、
11
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
、
青

柳
さ
ん
（
３
９
９
‐
８
３
０
３
穂
高

有
明
５
０
２
１
‐
15
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
体
育
協

会
事
務
局
（

88
・
３
５
１
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
少
年
自
然
体
験
講
座
「
明
科
み
っ

け
隊
」
で
は
、「
上か
み
い
く
の

生
野
た
ん
け
ん
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
蜂は
ち
が
さ
わ

ヶ
沢

砂
防
学
習
公
園
で
県
下
で
も
珍
し
い

天て
ん
じ
ょ
う
が
わ

井
川
「
蜂は
ち
が
さ
わ

ヶ
沢
」
を
学
習
。
昼
は
、

上
生
野
公
民
館
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
な
が
ら
う
ど
ん
を
作
っ
て
食
べ
、

●
日
程　

11
月
27
日
か
ら
平
成
25
年
2

月
26
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
一
部

休
み
あ
り
）

●
時
間　

午
後
4
時
30
分
～
5
時
30
分

●
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

●
講
師　

山や
ま
が
た縣
美
智
代
先
生

　
　
　
　

水
口
朋
巳
先
生

●
対
象　

年
中
児
・
年
長
児
（
子
ど
も

だ
け
の
参
加
で
す
）

●
定
員　

25
人
（
今
年
度
参
加
経
験
の

な
い
人
）

●
参
加
料　

１
０
０
０
円

（
別
途
保
険
料
８
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

11
月
1
日
（
木
）
に
社

会
教
育
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

午
後
は
上
生
野
地
区
を
散
策
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
3
時

●
集
合
・
解
散
場
所　

明
科
公
民
館

●
場
所　

荻
原
区
の
蜂
ヶ
沢
砂
防
学
習

公
園
・
上
生
野
区

●
費
用　

１
人　

６
０
０
円（
食
材
費
、

施
設
利
用
料
等
）

●
対
象　

市
内
小
学
生
お
よ
び
同
伴
希

望
の
保
護
者（
１
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

11
月
5
日
（
月
）・
6

日
（
火
）
に
、
明
科
公
民
館
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
15
分
ま
で

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
ま
だ
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
う
人
に
、
操
作
の
基
礎

を
覚
え
て
い
た
だ
く
講
座
で
す
。

　

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
と
剣

道
の
競
技
会
を
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

参
加
と
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
》

●
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

開
会
式　

午
前
8
時
30
分
～

●
場
所　

豊
科
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
者
も
し
く
は

市
内
通
勤
・
通
学
者

●
参
加
料　

1
チ
ー
ム
１
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

各
地
域
公
民
館
や
体
育

館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

し
、
11
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
、
地

域
公
民
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
豊
科
公
民
館
（

72
・
２
１
５
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□
簡
単
な
文
書
作
成
コ
ー
ス

●
日
程　

11
月
27
日（
火
）・
28
日（
水
）・

29
日
（
木
）・
30
日
（
金
）
４
日
間

の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

三
郷
公
民
館
へ
11
月
8

日
（
木
）・
9
日
（
金
）
に
（
受
付
は
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
）
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
年
賀
状
作
成
コ
ー
ス

●
日
程　

12
月
4
日（
火
）・
5
日（
水
）・

6
日
（
木
）・
7
日
（
金
）
4
日
間

の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

三
郷
公
民
館
へ
11
月
15

日
（
木
）・
16
日
（
金
）
に
（
受
付
は
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
）
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
両
コ
ー
ス
共
通
》

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
～（
2
時
間
）

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

第
一
会
議
室

●
講
師　

田
中
さ
お
り
さ
ん

（
コ
ラ
ー
ジ
ュ
代
表
）

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
対
象　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

で
き
る
人

●
受
講
料　

８
０
０
円
（
４
回
分
）

　

テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
（
マ

ウ
ス
含
む
）、
筆
記
用
具

※
詳
し
い
日
程
等
は
、
受
講
者
の
皆
さ

ん
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

穂
高
神
社
の
御
船
祭
り
の
習
俗

（
県
無
形
民
俗
文
化
財
）

穂
高
神
社
で
は
、
毎
年
９
月
26
日
と
27
日

に
御お

ふ
ね船
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
は
穂
高
区
・
穂
高
町
区
・
等
々
力
町

区
の
人
々
に
よ
り
、
各
地
区
か
ら
子
供
船
や

大
人
船
が
神
社
境
内
ま
で
曳え

い
こ
う行
さ
れ
ま
す
。

御
船
が
境
内
に
入
る
と
、
２
艘
の
大
人
船

が
男お

と
こ
ば
ら腹と
女お
ん
な
ば
ら腹を
ぶ
つ
け
合
い
ま
す
。
境
内

に
見
物
に
来
た
人
は
こ
の
勇
壮
な
祭
り
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
子
孫
繁

栄
や
五
穀
豊
穣
を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
穂
高
・
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

と
豊
科
郷
土
博
物
館
で
開
催
し
て
い
る
特
別

展
「
安
曇
野
の
お
祭
り
展
Ⅰ
～
オ
フ
ネ
が
つ

な
ぐ
地
域
の
輪
～
」
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
11

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

あづみ野再発見！安曇野ウォーキング
社会教育課スポーツ振興係 462・4565 662・3525

さわやかな秋空と鮮やかな紅葉を楽しみながらウォーキングをしませんか。見慣れた風景の中で新しい発
見をしましょう。
●日　時　11 月 6 日（火）　午前 9 時～午後 2 時（雨天中止）
●コース　穂高会館～等々力地区～白金地区～矢原地区～万水川堤防道路～穂高川堤防道路～穂高会館（約

10㌔）詳細は後日、参加者にお知らせします。
●定　員　25 人（先着順）
●参加費　100 円（保険料等）
●持ち物　飲み物、タオル、昼食、雨具
●申し込み　10 月 30 日（火）・31 日（水）に社会教育課スポーツ振興係へ

電話でお申し込みください。受付時間は、午前 8 時 30 分から午後 5 時まで 

ス
マ
イ
ル
ス
テ
ッ
プ
教
室

《
全
10
回
》

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

わ
ん
ぱ
く
Ｇ
Ｙ
Ｍ
教
室《
全
10
回
》

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

第
３
回
安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー・

剣
道
競
技
会
参
加
者
募
集

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座三郷

公
民
館

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

明
科
み
っ
け
隊「
上か

み
い
く
の

生
野
た
ん
け
ん
」

参
加
者
の
募
集

明
科
公
民
館

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

蜂ヶ沢砂防学習公園

御船祭り、大人船のぶつけ合い
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図書館

図書館映画上映会（入場無料） 
「山下清物語　裸の大将放浪記」

1981 年  日本
●日時　9 日（金）
　　　　開場 18：30　上映 19：00 ～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　21日（水）16：15～
　　　　　　●場所　中央図書館
　　　　　　　　　　おはなしのへや
堀金図書館　●日時　28日（水）16：15～
　　　　　　●場所　堀金図書館
　　　　　　　　　　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　14・21 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　※おはなしとしょかんは右上の記事
　　　をご覧ください。
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　16 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　16 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　10 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　14 日（水）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　20 日（火）	 16：20 ～（幼児以上対象）

◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会
　　明科図書館内おはなしの部屋
　　17 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

11 月のイベント 自
然
の
素
材
を
使
い
ク
リ
ス
マ
ス
用
に

も
な
る
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
講
座
で
す
の

で
、ご
家
族
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
き

ぼ
う　

学
習
室

●
講
師　

工
房 

森
の
め
ぐ
み

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

20
人　

※
１
家
族
で
3
人
ま

で
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
持
ち
物　

せ
ん
定
は
さ
み
・
グ
ル
ー

ガ
ン
・
持
ち
帰
る
箱
（
20
㌢
四
方
）

毎
週
水
曜
日
、
乳
幼
児
対
象
お
は
な

し
会｢

お
は
な
し
の
と
び
ら｣

で
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
、
会
田
美
津
枝
さ

ん
が
、
英
語
の
絵
本
や
お
は
な
し
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
17
日
（
土
）

乳
幼
児 

午
前
10
時
30
分
～

幼
児
以
上
対
象 

午
前
11
時
20
分
～

●
場
所　

中
央
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
次
の
日
程

で
全
館
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
休
館
期
間　

11
月
7
日
（
水
）・
8

日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
中
央
図

書
館
内
文
化
課
図
書
館
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
際
に
パ
ソ
コ
ン
で
操
作
を
し
な
が

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
図
書

館
の
蔵
書
検
索
や
、
幅
広
い
情
報
を
網

羅
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
操
作
方
法
を

研
修
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
～

●
場
所　

穂
高
総
合
支
所　

Ｉ
Ｔ
研
修

ル
ー
ム

※
庁
舎
に
向
か
っ
て
左
側
の
別
棟
の
２

階
で
す
。

●
講
師　

山
本
京
子
さ
ん

（
株
式
会
社　

ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
ン
ス
）

●
参
加
資
格　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

の
経
験
が
あ
る
人

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

●
申
し
込
み　

11
月
2
日（
金
）の
午
前

9
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
（
土
）

開
場　

午
後
１
時　

開
演　

午
後
１
時
30
分
～
（
午
後
３

　
　
　

時
終
了
予
定
）

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
多
目
的
ホ
ー
ル

●
演
題「
今
、こ
だ
ま
す
と
き
～
み
す
ゞ

さ
ん
の
ま
な
ざ
し
～
」

●
講
師　

矢
崎
節
夫
さ
ん

●
定
員　

１
８
０
人
（
全
席
指
定
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

各
図
書
館
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
、
も
し
く
は
、
は
が
き

等
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
。
同
伴
者
2
人
ま
で

申
し
込
み
が
可
能
で
、
同
伴
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
も
併
記
し
、

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
あ
る
い
は
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
内
各
図
書
館
の
開
館
時
間
は
、
中

央
館
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
8
時
ま

で
、
他
館
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で
で
す
。

●
募
集
期
間　

11
月
１
日
（
木
）
～
18

日
（
日
）

●
そ
の
他　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。
当
選
者
に
は
11
月
下
旬
ま
で
に

入
場
券
を
発
送
し
ま
す
。
座
席
は
全

席
指
定
で
す
。

●
送
付
先　

豊
科
図
書
館
講
演
会
係

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５　

豊
科
５
６

０
９
‐
3

お
す
す
め
の
一
冊

図
書
館
戦
争

有
川　

浩 

著

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

石井真理子さん
（三郷中２年）

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
「
図
書
館
の
自

由
に
関
す
る
宣
言
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

一
、図
書
館
は
資
料
収
集
の
自
由
を
有
す
る
。

二
、図
書
館
は
資
料
提
供
の
自
由
を
有
す
る
。

三
、図
書
館
は
利
用
者
の
秘
密
を
守
る
。

四
、図
書
館
は
す
べ
て
の
不
当
な
検
閲
に
反

対
す
る
。―
図
書
館
の
自
由
が
侵
さ
れ
る
時
、

我
々
は
団
結
し
て
あ
く
ま
で
自
由
を
守
る
―

物
語
は
、こ
の
宣
言
に
あ
る
“
本
の
検
閲
”

が
合
法
化
さ
れ
た
日
本
が
舞
台
で
す
。
主
人

公
の
笠
原
郁
は
高
校
生
の
時
、
ど
う
し
て
も

欲
し
い
検
閲
対
象
の
本
を
買
い
に
行
き
、
そ

こ
で
助
け
ら
れ
た
「
王
子
様
（
図
書
防
衛
隊

員
）」
に
あ
こ
が
れ
、
図
書
防
衛
隊
に
入
隊

し
ま
す
。
図
書
館
へ
の
圧
力
に
対
抗
す
る
隊

員
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
て
、
教
官
の

堂
上
篤
や
同
僚
の
柴
崎
麻
子
、
手
塚
光
た
ち

と
出
会
い
、
深
く
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
主

人
公
の
気
持
ち
が
変
化
し
て
い
く
様
子
が
、

読
ん
で
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

す
べ
て
の
本
好
き
だ
け
で
な
く
、
本
が
苦

手
な
人
も
一
度
は
読
ん
で
ほ
し
い
極
上
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
品
で
す
。

市
図
書
館
全
館
臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

文
化
課
図
書
館
係

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

矢崎節夫館長

おはなしの会

図書リサイクルコーナー　 マジックショー

ブックコーティング講座

中
央
図
書
館
講
座

「
役
立
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
講
習
会
」

文
化
課
図
書
館
係

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
館
長

矢
崎
節
夫
講
演
会

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 
73
・
１
８
０
１

図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

「
森
の
素
材
で
リ
ー
ス
づ
く
り
」

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

お
は
な
し
と
し
ょ
か
ん
特
別
企
画

「
英
語
の
絵
本
を
楽
し
も
う
！
」

中
央
図
書
館
（
文
化
課
図
書
館
係
）

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

図書館フェスタ賑わう
―人と本と、図書館をつなぐー

図書館フェスタが、9 月 8 日、9 日の両日、穂高交流学習セ
ンター「みらい」で開催されました。コンサートやお話の会、
ブックコーティング講座、講演会などさまざまなイベントが
開催され、多くの人で賑わいました。
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Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

豊科郷土博物館
4672・5672

安曇野お祭り展Ⅰ
～オフネがつなぐ地域の輪～関連イベント

豊科郷土博物館・穂高交流学習センターみらい・豊
科交流学習センターきぼうで開催中の展覧会にあわ
せ、「オフネ」に関連したイベントを開催します。展
覧会を見て、地元の身近なオフネの魅力を再発見する
とともに、イベントにご参加いただいて、市内のいろ
いろなオフネにも親しんでみませんか。
□穂高交流学習センターみらい
●会　期　10 月 20 日（土）～ 12 月１日（土）
●開館時間　９：00 ～ 21：30
※休館日　木曜日（祝日の場合は開館）
□豊科交流学習センターきぼう
●会　期　10 月 20 日（土）～ 12 月１日（土）
●開館時間　9：00 ～ 18：00
※休館日　月曜日
□豊科郷土博物館
●会　期　10 月 20 日（土）～ 12 月２日（日）
●開館時間　９：00 ～ 17：00
※休館日　月曜日
●入館料　100 円（20 人以上は 80 円）
※小中学生・市内在住の 75 歳以上の人は無料

▷展覧会期・開館時間・休館日は施設ごとに違います
のでお気をつけください。

▷みらい・きぼうは入館料は無料です。

博物館講座
「伝統食を楽しむ～祭りのおごっつぉ～」

安曇野では祭りの際に親せきなどを招いておごっ
つぉ（ごちそう）を振る舞う風習があります。お祭り
のごちそうを実際に作って「もてなしの心」を学んで
みませんか。親子での参加も大歓迎です。
●講座名　博物館講座「伝統食を楽しむ～祭りのおご

っつぉ～」
●日　時　11 月 24 日（土）10：00 ～ 13：00
●会　場　豊科保健センター
●参加料　70 円（保険料など）
●講　師　農村女性学習会の皆さん
●定　員　30 人（先着順）
●申し込み　10 月 27 日（土）～ 11 月 22 日（木）

に安曇野のお祭り展実行委員会事務局（安曇野市豊
科郷土博物館内）へ電話でお申し込みください。

ファイナルイベント「オフネ祭りに参加しよう
～オフネの担ぎ手大募集～」

市内唯一の担ぎ舟である岩原山神社のお舟は、祭り
の最後に担ぎ手によって壊されます。博物館では、展
覧会で展示した岩原のオフネを一般参加者に担ぐ体験を
していただきます。そして、最後に担ぎ舟を壊します。
●日　時　12 月２日（日）9：00 ～ 10：30
●会　場　豊科郷土博物館
●対　象　大人のみ
●参加料　70 円（保険料など）
●定　員　20 人（先着順）
●協　力　山神社祭典保存会
●申込期間　11 月８日（木）～ 11 月 29 日（木）に

安曇野のお祭り展実行委員会事務局（安曇野市豊科
郷土博物館内）へ電話でお申し込みください。

ナイトミュージアム「宵祭りへようこそ」
夜間開館して、角灯ろうに明かりの灯

とも

る宵祭りの雰
囲気を楽しんでいただきます。
●日　時　11 月４日（日）
●開館時間　17：00 ～ 20：00
●会　場　豊科郷土博物館
●入館料　100 円（20 人以上は 80 円）

記念講演とお囃
は や し

子演奏会
「オフネ」研究の第一人者である三田村佳

よ し こ

子先生に
お話しいただきます。この機会にオフネの歴史につい
ても学んでみませんか。

このほか市内の祭り囃子保存会の皆さんによるお囃
子演奏会を開催します。

祭囃子が近づいてくるとワクワクした体験があり
ませんか。お囃子には心躍らせる魅力があります。オ
フネ祭りで演奏されるお囃子をじっくり聴いてくださ
い。
●講演会演題　「オフネ祭りの展開」
●日　時　11 月 10 日（土）

お囃子演奏会　10：00 ～
記念講演会　　14：00 ～

●講　師　
三田村佳子さん

（民俗学研究者）
『風流としてのオフネ 

信濃の里を揺られゆく神々』
の著者

●会　場　穂高交流学習センターみらいホール
●演奏会出演団体　重柳八幡宮祭保存会ほか（予定）
●入場料　無料

穂高公民館

貞享義民記念館

穂高交流学習センター みらい

髙橋節郎記念美術館

482・5970 682・3990

477・7550 677・7551

481・3111 682・0966　mmirai@city.azumino.nagano.jp

481・3030 682・0551

情報活用学セミナー受講者募集
安曇野で生活していく上で、情報の収集や分析、活

用の能力を身につけて、仕事や地域活動に役立てたい
人を対象に、連続講座を開催します。情報の集め方や
データベースの利用方法、集めた情報を読み解いて整
理し、自分の目的に活用する方法などを学ぶことがで
きます。大勢の皆さんのご応募をお待ちしています。
●講　座　信州大学連携社会人学習講座「情報活用学

セミナー」（全６回）
●会　場　「みらい」地域学習室
●開講日　１月 11 日（金）、25 日（金）、２月８日（金）、

３月１日（金）、15 日（金）、22 日（金）
●時　間　19：00 ～ 21：00
●講　師　信州大学人文学部教授　村山研一さんほか
●対　象　20 歳以上の市内在住者、または市内勤務

者で、講座で学んだことを生かしたい具体的な目的
（仕事、起業、ＮＰＯ活動など）がある人。原則 6
回のセミナー全てに参加できる人。20 人まで

●応募受付　10 月 29 日（月）～ 11 月 28 日（水）に、
氏名、住所（市外在住者の場合は勤務先名と住所）、
電話番号、応募動機や講座で学んだことを生かした
い具体的な目的を記入した書類（任意）を、「みらい」
に持参、もしくはファクスかメールで送信してくだ
さい。応募者多数の場合は、応募動機等を審査の上、
参加者を決定いたします。

みらいのクリスマスコンサート
穂高交流学習センター「みらい」では、ソプラノ独

唱のクリスマスコンサートを開催します。演奏者は、
７月に行った新進音楽家演奏会で審査などにより選
考された、須永理華さんです。歌劇「フィガロの結婚」、

「トゥーランドット」の曲や「ペチカ」などを披露し
ます。ご来場をお待ちしております。
●日　時　12 月 23 日（日）19：00 ～
　　　　　（開場 18：30）
●会　場　「みらい」多目的交流ホール
●演　奏　ソプラノ　須永理華さん

ピアノ伴奏　塚本敦子さん
●入場料　500 円
●チケット販売　11 月２日（金）から、「みらい」の

窓口で販売（9：00 ～ 21：30、木曜休館）します。
200 席完売になり次第終了します。同日から電話
予約も可能です。

●問い合わせ・予約　穂高交流学習センター「みらい」まで

第 8 回北穂高芸術展
北穂高地区の住民や出身者が制作した芸術作品を展

示する展覧会を開催します。
絵画、彫刻、書、工芸、写真、手芸など多岐にわた

る作品をお楽しみください。
●会　期　11 月 10 日（土）～ 25 日（日）
●時　間　9：00 ～ 17：00
●場　所　美術館主屋、南の蔵
●休館日　11 月 12 日（月）・19 日（月）
●入場料　無料（髙橋節郎作品展示室は有料）

穂高公民館文化講座
明科地域探訪参加者の募集

豊かな大自然と先人たちによって育
はぐく

まれ継承され
てきた魅力的な文化がいきづく安曇野市。今回その一
端に触れる講座として、明科地域を探訪します。
●日　時　11 月９日（金）　9：00 ～ 17：00
●定　員　20 人（先着順）
●講　師　千國 温

ゆたか

さん（市中央公民館長）
●行　程　明科地域神社・仏閣拝観（金山神社、泉福

寺、光久寺、宗林寺など）・長峰山からの景観
　※穂高公民館が発着場所となります。
●持ち物　昼食・飲み物等
●申し込み　10 月 29 日（月）から電話でお申し込

みください。

「貞享義民遺跡巡り」
参加者の募集

貞享義民に関係した遺跡巡りを行います。記念館２
階展示室の貞享騒動地形模型で全体を概観し、コース
を確認後、遺跡巡りに出発します。（雨天決行）
●日　時　11 月 6 日（火）
●募集人数　17 人（先着順）
●見学地　熊倉の渡し→加助夫婦惜別の岩→義民塚

→玄広寺→出川刑場跡→平福寺→甕忠左衛門の墓
→貞享義民記念館→五十年忌供養塔→いちょう堂
→小穴善兵衛の墓→首塚→加助の屋敷跡→加助の
墓→貞享義民社→熊野神社→貞享義民記念館

●集合時間　８：30（厳守）※解散 16：00 予定
●集合場所　記念館ロビー
●参加費　1,000 円（昼食と資料・見学代等）
●持ち物　飲み物や雨具等は、各自でご用意ください。

※昼食は参加者全員弁当を用意します。
●申し込み　10 月 30 日（火）

以降、電話若しくは窓口でお
申し込みください。

（受付は 8：30 から）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

ケ
ア
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
後
日
対

応
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
申
し

込
み
後
、
相
談
し
ま
す
。

●
訪
問
歯
科
検
診
の
問
い
合
わ
せ
先

天
野
歯
科
医
院

　
（

73
・
４
１
８
２ 

72
・
９
３
５
８
）

里
親
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
、
里
親

相
互
の
交
流
を
図
る
里
親
サ
ロ
ン
を
行

い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
2
階
（

71
・
４
０
３
３
）

●
内
容　

▽
里
親
制
度
の
紹
介
▽
里

親
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
希
望
者

相
談
▽
里
親
関
係
の
ビ
デ
オ
放
映
▽

里
親
相
談
▽
里
親
サ
ロ
ン

●
問
い
合
わ
せ　

松
本
児
童
相
談
所

（

91
・
３
３
７
０
）

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
推
進
員

に
よ
る
メ
タ
ボ
予
防
の
た
め
の
講
話
・

調
理
実
習
、
持
参
し
て
い
た
だ
い
た
味

噌
汁
の
塩
分
測
定
等
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
20
日
（
火
）

午
前
9
時
～
午
後
2
時

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

集
団
指
導
室
・
調
理
実
習
室

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

ご
家
庭
の
味
噌
汁
（
汁
の

み
）、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手

ぬ
ぐ
い
、
筆
記
用
具
、
メ
ガ
ネ
（
必

要
な
人
）

●
申
し
込
み　

10
月
29
日
（
月
）
か
ら

11
月
2
日
（
金
）
ま
で
に
保
健
予
防

担
当
へ
電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

市
歯
科
医
師
会
で
は
、
い
い
歯
の
日

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

無
料
歯
科
検
診

●
日
時　

11
月
11
日
（
日
）

午
後
2
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容
（
す
べ
て
無
料
）
▽
歯
科
検
診

・
歯
科
相
談
▽
フ
ッ
化
物
塗
布
▽
入

れ
歯
へ
の
名
入
れ
（
要
予
約
）

●
無
料
歯
科
検
診
の
問
い
合
わ
せ
先

高
橋
喜
博
歯
科
医
院

（

73
・
3
７
７
１
）

無
料
訪
問
歯
科
検
診

●
対
象　

在
宅
療
養
中
で
、
自
力
で
通

院
が
で
き
な
い
人

●
申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

天
野
歯
科
医
院
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
訪
問
は
申
し
込
み
順
で
す
。

検
診
結
果
に
よ
っ
て
、
治
療
・
口
腔く
う

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

治
療
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
薬
は

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
？
家
族
と
し
て

ど
う
接
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
？
ご
家
族

の
皆
さ
ん
だ
け
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
の
人
と
、
心

の
病
気
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
場
所　

松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
中
会
議
室　

●
対
象
者　

精
神
障
害
者
の
家
族
で
3

回
通
し
て
受
講
で
き
る
人

●
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課

　
（
40
・
１
９
３
８ 

47
・
９
２
９
３
）

平
成
25
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
希

望
す
る
保
護
者
を
対
象
と
し
た
入
所
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
入
所
を
希
望
す
る

児
童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
各
会
場
へ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童　

平
成
25
年
度
小
学
校
へ

入
学
予
定
の
児
童
お
よ
び
現
在
小
学

校
１
～
3
年
生
の
児
童

●
問
い
合
わ
せ　

児
童
保
育
課
児
童
係

ま
た
は
各
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
へ
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

康

健
・

祉

福
「
い
い
歯
の
日
」イ
ベ
ン
ト

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 
81･
０
７
０
３
）

児
童
ク
ラ
ブ
入
所
説
明
会

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

心
の
病
気
と
は
？

精
神
障
害
者
家
族
教
室

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

メ
タ
ボ
予
防
教
室

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

中
信
地
区
里
親
促
進
事
業

「
温
か
い
家
庭
を
求
め
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
…
」

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

地区 開催日 場所
堀金 11月5日（月） 堀金児童館

明科 11月6日（火） ひまわり２階講義室
（明科児童館）

豊科 11月7日（水） 豊科ふれあいホール
穂高 11月8日（木） 穂高中央児童館
三郷 11月9日（金） 三郷公民館２階講義室

児童クラブ一覧
豊科南穂高児童クラブ （471･5150 671･5125）
豊科高家児童クラブ

（4672･5685）
豊科東小児童クラブ
穂高南小児童クラブ （484･0762 682･9621）
穂高西小児童クラブ （4682･2527）
穂高北小児童クラブ （4683･5494）
三郷児童クラブ （476･0185 676･0186）
堀金児童クラブ （471･2122 671･2126）
明科児童クラブ （462･2482 662･1124）

●児童クラブ入所説明会の日程

●日程表

※各会場とも午後 7 時 30 分～（1 時間程度を予定）
※どの会場も駐車場が狭いので、できるだけ乗り合いで

お出掛けください。

回数 日時 内容

１回 11 月 28 日（水）
午後 2 時から 4 時

講義「統合失調症とは　～病気の仕組みと家族の心得～」
講師　東　孝博さん（篠㟢医院　豊科診療所院長）

２回 12 月 12 日（水）
午後 2 時から 4 時

講義「お薬について～統合失調症編～」
講師　杉村　茂さん（村井病院　薬局長）

３回 12 月 26 日（水）
午後 2 時から 4 時

講義「その人らしく地域で生活するためには
　　　～社会資源と制度について～」
講師　小堀福子さん（城西病院メンタルケアセンター
　　　精神保健福祉士）
講義「当事者家族からのメッセージ」
講師　精神障害者家族の会　松の会会長
グループワーク「家族の役割について（仮）」

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
9
月
26
日
発
行
）151
号

●
32
ペ
ー
ジ
「
問
題
4
」

【
誤
】凝
固　
【
正
】凝
結

広
報
あ
づ
み
の（
10
月
10
日
発
行
）152
号

●
16
ペ
ー
ジ　
「
問
い
合
わ
せ
先
」
電
話
番
号

【
誤
】82
・
３
１
１
１　
【
正
】82
・
３
１
３
１

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

262012.10.24　広報あづみの27 広報あづみの　2012.10.24

す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死

傷
者
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
火
災
予
防
意
識
の
向

上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
火
気
の
取
り
扱
い
を

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
消
防
団
で
は
平
成
25
年
4
月
か
ら

入
団
し
て
い
た
だ
け
る
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

災
害
形
態
が
複
雑
化
す
る
中
で
、
地

域
に
も
っ
と
も
身
近
な
防
災
機
関
で
あ

る
「
消
防
団
」
の
活
動
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
地

域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
と
し
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
入
団
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
で
18
歳
以

上
の
健
康
な
人

●
主
な
活
動
内
容　

▽
地
域
に
お
け
る

火
災
等
災
害
現
場
活
動
（
男
性
団

員
）
▽
保
育
園
等
で
の
予
防
啓
発
活

動
（
女
性
団
員
）
▽
ポ
ン
プ
操
法
等

行
事
・
訓
練
（
年
数
回
）
▽
予
防
広

報･

警
戒
活
動
（
月
2
回
程
度
）

●
待
遇　

▽
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報

償
金
制
度
あ
り
▽
制
服
・
装
備
品
貸
与

「
あ
づ
み
の
再さ
い
き活
の
松
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
松
く
い
虫
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
被
害
ま
ん
延
の
原
因
で
あ
る
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
天
敵
「
ア
カ
ゲ

ラ
」の
巣
箱
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
受
付
9
時

30
分
～
）

●
場
所　

森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

「
天
平
の
森
」（
明
科
地
域
長
峰
山
）

●
定
員　

親
子
30
組
（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
は
１
人
で
も
参
加
可
能

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

作
業
で
き
る
服
装
、
軍
手

等
、
昼
食
（
食
堂
で
も
注
文
可
能
）

※
工
作
道
具
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す

が
、
使
い
慣
れ
て
い
る
道
具
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

10
月
29
日
（
月
）
か
ら

11
月
9
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
事
務
局

（
耕
地
林
務
課
林
務
担
当
）
に
、
電

話
お
よ
び
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
全
国
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い

　
離
れ
な
い
」

季
節
が
変
わ
り
、
暖
房
器
具
を
使
用

犀川河川敷内の樹木伐採をしてくださる人に伐採木をお譲りします被災地復興支援など派遣職員報告会を開催
●伐採箇所　豊科（犀川・高瀬川合流点上流約 2㌔の犀川左岸河川敷）4 区画
●伐採可能量　１区画約 300 ～ 600㎡区画内のハリエンジュ
●作業時期　12 月上旬～平成 25 年１月中旬（予定）
●申し込み　11 月 12 日（月）までに、千曲川河川事務所ホームページ
「伐採希望の公募、樹木等無償提供」からお申し込みください。
応募者多数の場合は抽選となります。
詳しくはホームページ（http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/）をご覧く
ださい。

●問い合わせ　国土交通省　千曲川河川事務所管理課（4026･227･9261）

被災地への復興支援や国・県・近隣自治体へ研修に派遣されている
職員による報告会が 10 月 5 日、本庁舎と県安曇野庁舎で行われました。

当日は、7 人の職員から宮澤市長へ派遣先の様子などが報告されま
した。このうち本年 4 月から宮城県多賀城市へ被災地支援で派遣され
ている技術系職員 2 人からは市内の様子や業務について「防災公園や
防災道路の仕事を任され、一層復興支援に努めたい」との報告があり
ました。宮澤市長は「派遣先で得た知識や先進的な取り組みを、今後
の市の業務に生かしてほしい」と職員を激励しました。

東
日
本
大
震
災
義
援
金
は
、
平
成
24

年
9
月
30
日
時
点
で
、
４
９
７
４
万

５
２
６
０
円
と
な
り
、
全
額
、
日
本
赤

十
字
社
を
通
し
て
被
災
者
へ
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
義
援
金
の
申
し
出
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
現
状
な
ど
か
ら
、
日

本
赤
十
字
社
の
期
間
延
長
に
合
わ
せ
て

市
で
も
、
募
集
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で

ま
た
、
被
災
地
の
自
治
体
や
被
災
し

た
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
募
金
を
直
接

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

堀
金
地
域
の
下
堀
区
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成

事
業
を
活
用
し
、
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
促
進
を
目
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
必
要
な
機
材
を
整
備
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
事
業
は
、
住
民
が
自
主

的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
組
織
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接

必
要
な
施
設
ま
た
は
設
備

の
整
備
に
関
す
る
こ
と
や

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

9 月分の空間放射線量
測定
結果

　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

9/4（火） 9/11（火） 9/18（火） 9/25（火）
本 庁 舎 0.10 0.10 0.09 0.10
豊科庁舎 0.10 0.09 0.09 0.09
穂高庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09
三郷庁舎 0.09 0.10 0.09 0.09
堀金庁舎 0.09 0.09 0.09 0.10
明科庁舎 0.08 0.09 0.08 0.08
穂高健康

支援センター 0.10 0.11 0.10 0.10

11
月
9
日（
金
）～
11
月
15
日（
木
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

問
豊
科
消
防
署（

72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62･

２
９
９
２
）

　

ま
た
は
、松
本
広
域
消
防
局
予
防
課

　
　
　
　
　
　
（

25･

１
５
９
９
）

心

用

の

火

市
消
防
団
員
募
集

問
堀
総
務
部
危
機
管
理
室

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

松
く
い
虫
の
被
害
か
ら
松
を
守
る

「
ア
カ
ゲ
ラ
の
巣
箱
」を
作
ろ
う

問
三
農
林
部
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77･

３
１
１
１
㈹ 

77･

６
０
６
０
）

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

助
成
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
資
機
材
を
整
備

問
堀
地
域
支
援
課
地
域
担
当

（

72･

３
１
０
６
㈹ 

72･

４
９
０
０
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金

募
集
期
間
を
延
長

問
健
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（

81･

０
７
１
６ 

81･

０
７
０
３
）

虫

防

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

障がい者雇用
促進セミナー

JA 長野厚生連安曇総合病院精神科
樋
と い ば な

端佑
ゆ う き

樹先生から「～診断と精神科
医を使いこなす～みんなでハッピー
になるための精神医療の使い方のヒ
ント」と題しお話いただきます。

日：11 月 2 日（金）
　12：30 受付開始
　13：00 ～ 16：00
場：キッセイ文化ホール
　国際会議室

料：無料 申：不要
問：松本圏域障害者就業・生活

支援センターあるぷ
（473･4664 673･2265）

長野県
看護研究学会
特別講演

看護研究学会の中で、一般社団法人
日本駆け込み寺代表の玄

げ ん

秀盛さんか
ら「人生　愛と命」と題した特別講
演を一般公開します。

日：11 月 6 日（火）
　15：00 ～ 16：30
場：キッセイ文化ホール

料：無料 申：不要
問：長野県看護協会
　（435･0421）

安曇野の自然と文化を
考える会発表会
―今こそ総力を発揮―

「安曇野から文化の発信を」と志を
高く発足した安曇野の自然と文化を
考える会では、各グループの展示お
よび事例発表、コンサート、映像作
品上映、地産地消の取り組みなど、
多彩な企画を行います。

日：11 月 2 日（金）～
　４日（日）
　毎日 9：00 ～ 16：00
場：碌山公園研成ホール

料：無料 申：不要
問：安曇野の自然と文化を考え

る会　平田さん
（482･4778） 

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

金

援

義
32
ペ
ー
ジ
「
た
め
し
て
安
曇
野
検
定

ク
イ
ズ
」
の
答
え

問
題
１
…
③　

問
題
２
…
②

問
題
３
…
①　

問
題
４
…
③

多賀城市内の復興状況を説明する職員

長
野

自
動
車
道安曇野

スイス村

犀川と高瀬川の
合流地点から
上流２kmあたり

重柳

大王
わさび農場

伐採場所

路
道
防
堤

川
　
犀

下堀区で整備した備品
発電機、照明器具、ドラムコード、
メガホン、音響備品、ＡＶ機器、プ
ロジェクターなど
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ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

　
　
　

健
康
パ
ー
ト
ナ
ー

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
行

え
る
健
康
運
動
法
と
し
て
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
健
康
づ
く
り
に
効
果
的
な

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
方
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。食

後
30
～
60
分
以
内
に
始
め
る

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
全
身
の
筋
肉
を
使

っ
て
行
う
有
酸
素
運
動
で
す
。
運
動
中

の
筋
肉
は
、
ま
ず
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

を
取
り
込
ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
血
糖
値
が
上
が
っ
て

く
る
食
後
30
～
60
分
位
か
ら
有
酸
素
運

動
を
行
う
と
、
血
糖
値
が
上
が
る
の
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
間　

1
日
合
計
30
分
以
上

　
　
（
膝
痛・腰
痛
の
人
は
小
分
け
で
行
う
）

頻
度　

週
に
3
～
5
日（
週
3
日
以
上
）

強
度　

少
し
息
が
弾
む
く
ら
い
の
ペ
ー
ス

※
空
腹
時
、
特
に
朝
食
前
の
運
動
は
、

血
糖
値
が
低
く
な
り
す
ぎ
て
脳
に
ブ

ド
ウ
糖
が
栄
養
と
し
て
供
給
さ
れ
に

く
く
な
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

昨年度シリーズ「糖尿病」に引き続き、本年
度は「インスリン節約生活」を紹介します。
生活習慣病である２型糖尿病の予防のポイン
トは血糖を下げるインスリンが少量で済むよ
うな生活をすることです。心筋梗塞や脳卒中
の予防にもつながるインスリン節約のコツを
12 回に渡ってお伝えします。

 
 

NO. ７（全 12 回）

糖尿病を予防する

材料（４人分）
ニンジン 	 １本
ズッキーニ 	 １本
パプリカ 	 １個
ナス 	 ２本
トマト 	 中玉２個
カボチャ 	 ８分の1

玉ねぎ 	 １個
ニンニク 	 ２かけ
ローリエ 	 ２枚
固形コンソメ 	 ２個
オリーブ油・塩・コショウ
	 適宜

豊科各種団体等連絡協議会では、
男性にも台所で腕を振るってもら
おうと料理教室を開催しました。
その中から「ラタトゥイユ」の
アレンジ料理を紹介します。

「食」で育む健康で豊かな人づくり ラタトゥイユソース

①：トマトは頭を十字に切り熱湯につけて、湯むきをしておく。
②：野菜はそれぞれ１～ 1.5㌢角程度の食べやすい大きさに切る。

ナスは水にさらしておく。
③：鍋にオリーブ油を引き、ニンニクを炒め香りが出たらコンソ

メ・ローリエを入れ、①の野菜を入れ柔らかくなるまで煮る。
④：塩・コショウで味を調える。何にでも合う万能ソースのでき

あがり。

作り方

私のおすすめレシピ⑰

ひれ肉のソテーや魚のバターソテー、
パスタにたっぷりかけて召し上がれ

★
姿
勢
が
ポ
イ
ン
ト

★
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
目
安

野菜
たっぷりの

問豊地域支援課地域担当
（472･3111 ㈹ 672･8340）

対象となる機器 雨水を貯留するための構造をもった施設（タンク等）で、住宅の雨どい等に接
続し架台等に固定するもの

補助率・
補助限度額

①100㍑以上500㍑未満

費用の２分の１
限度額／１基25,000円

②500㍑以上

費用の２分の１
限度額／１基50,000円

③合併浄化槽から転用
　するもの
費用の２分の１
限度額／１基50,000円

申請に必要なもの
●補助金交付申請書　●対象施設の見積書　●予定箇所の位置図
●予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

対象となる機器 不凍液などの集熱媒体を強制循環させる太陽焦熱器と太陽蓄熱層から構成さ
れたシステムで、給湯や冷暖房などに利用するもの

補助率・
補助限度額

太陽熱高度利用システムおよび当該設備の設置に要する経費の５分の１
限度額 /40,000 円

申請に必要なもの
●補助金交付申請書　●対象システムの見積書　●予定箇所の位置図
●予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

「ゴミを持ち込まない」
「持ち込んだら持ち帰る」にご協力を

11 月 4 日（日）は
　　　　　　　秋の一斉清掃の日

公園は市民の憩いの場であり、ふれあいの場でも

あります。ゴミやタバコの吸い殻、お菓子の包み紙

や空き缶などは自宅まで持ち帰るようにしましょう。

公園美化へのご理解とご協力を

お願いします。

問豊都市計画課公園緑地係

　（472・3111 ㈹ 672・3569）

　11 月 4 日を「環境美化の日」と位置づけ、市内一
斉清掃を行います。ごみ拾いは誰にでもできる身近
なボランティア活動です。ご自身
の身近な地域、自治会、企業、ボ
ランティア団体などが行う美化活
動に積極的に参加しましょう。

（堀金地域は 11 月 11 日（日）です）
問各総合支所地域支援課地域担当

住宅用雨水貯留施設設置補助金　※事前の申請が必要です。

住宅用太陽熱高度利用システム設置補助金　※事前の申請が必要です。

☀家庭で取り組める自然エネルギーの補助金をご活用ください。
　市では、自然エネルギーに係るシステムを設置されるご家庭に以下の補助金を交付しています。

自然エネルギー ＋ 省エネで
化石エネルギーへの依存を減らそう

昨今、化石エネルギーに代わって環境に優しい自然エネルギー活用への関心が
高まっています。しかし、普及させるにはまだまだ課題がたくさんあります。

省エネと組み合わせて使うことで、化石エネルギーへの依存を減らしましょう。

本年度から公共施設にも雨
水タンクを導入しています。問穂生活環境課環境保全係（482・3131 ㈹ 682・6622）

※住宅用太陽光発電システム設置補助金については本年度の受付は終了しました。

腕振りは肩甲骨を
意識して、後方に
大きく振る

視線は下げず、
30 ｍ先を見る

お腹に力を入れる
（腹筋を意識する）

つま先を上げ
かかとから着地

内股、がに股は×
足の親指でしっか
り地面を押すよう
に、蹴り出す

※背筋を伸ばすこ
　とが重要

　　　　　　　　石油・電力・ガスなど
のエネルギーを効率的に使用し、その消費
量を節約することです。省エネとも略され、
私たちの日常に根付いてきています。

　　　　　　　　非再生可能エネルギ
ーとも呼ばれ、石油や石炭など一度使用
すると無くなってしまいます。

　　　　　　　　　　再生可能エネルギーとも呼ばれ、
おひさまが昇れば絶えず発電できる太陽光発電のように、
一度設備すると自然の力で永続的にエネルギーを生み出せ
るものです。

自然エネルギーは発生時に二酸化炭素を排出しないため、
環境に優しいことも特徴です。代表的なものに、太陽光、
太陽熱、風力、水力、地熱、バイオマスがあります。

一方で、コストが掛かることや、季節などによる発電量
の変動が大きいことなどのデメリットが挙げられます。

自然エネルギーとは？

省エネルギーとは？

化石エネルギーとは？
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11月の予定

８日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場三郷総合支所　第 3 会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･11 月 1 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）
※係争中の事案についての相談はお受けできません。

14日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のページへアクセスを。
　www.pref.nagano.lg.jp/syoukou/roko/mailsoudan.htm

16日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

11 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　  　※3・23日は除く
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

20日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※23日は除く
場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

親の会	 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談 	 時 14:00 ～

 あづみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談 	 時 14:00 ～

５日（月）・★ 19日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
６日（火）・★ 20日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
７日（水）・★ 21日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
８日（木）・★ 22日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
９日（金）・★ 22日（木）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

２日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

毎週水曜日　※ 7・21 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131（直通090-5203-2011）・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

11 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

１・15日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
６・20日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
８・22日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
13・27日（火）	場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
14・28日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

11 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

November

身体測定　※自由測定 13日（火） 10：00 ～ 11：30
育児相談 13日（火） 10：30 ～ 12：00
牛乳パックで巨大動物を作ろう 17日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約  ※対象：小学生

キッズリユース 28日（水） 10：30 ～ 11：15
要申込  ※出品者は 10：00 集合

ぐりとぐらのカステラを作ってみよう 24日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  ※ 20 組　対象：小学生

身体測定 ※自由参加 １日（木） 10：00 ～ 12：00
育児相談 １日（木） 10：30 ～ 12：00
親子ビクス ５日（月） 10：00 ～ 11：00
要予約  ※親子 20 組　講師：沖由美子先生　対象：1 歳半～ 3 歳

焼き芋会 要予約 100円  ※親子20組 14日（水） 10：15 ～ 11：30
リース作り 要予約 150円  ※親子20組 24日（土） 10：15 ～ 11：30
リトミック 30日（金） 10：00 ～ 11：00
要予約  ※親子 20 組　講師：樋下田裕美子先生　対象：1 歳半～ 3 歳

おひさま農園 10日（土） 10：00 ～ 12：30
～大根収穫・やきいも・収穫祭　他～　※登録制 

あつまれ小学生　 17日（土） 10：30 ～ 11：30
～いろいろ焼いて食べてみよう～　 要予約 100円  

ちびっこクッキング　 28日（水） 10：30 ～ 11：30
～かぼちゃだんご作り～　 要予約 100円  

みんなおいでよ　 28日（水） 10：30 ～ 11：30
～木工工作～　 要予約 100円  

おはなしいっぱい　時11：00～11：30

あづみのあのねの会…12日（月）／スマイル…16日（金）
みんななかよし　時10：30～11：30　※登録児対象

さくらんぼ（0歳児）…6・13・20日（火）／いちご（1歳児）…7・14・21日（水）
りんご（2・3歳児）…8・15・22日（木）

ひまわりの日　チャレンジランキング大会 22日（木） 15：45 ～ 16：30※対象：小学生

クラフト講座 １日（木） 10：00 ～ 12：00
～ミニバスケット作り～　 要予約  ※ 10 組

ひまわりっ子クラブ　※登録児対象　

0歳児…6・13・20日（火）／1歳児…・7・14・21日（水）
2・3歳児…8・15・22日（木）
※内容：親子体操・グループ活動・小麦粉カラー粘土作り

ぱぱっとおやつ 27日（火） 10：00 ～ 12：00
要予約 親子1組50円  ※ 30 組　予約受付は 11/5 ～ 11/16

わくわくデー 28日（水） 15：45 ～ 16：15
おはなしワクワク 29日（木） 10：30 ～ 11：00～読み聞かせと簡単工作～ 

親子ふれあい広場　※登録児対象　

0歳児…6・13・20日（火）／1歳児…7・14・21日（水）
2・3歳児…8・15・22日（木）

ママキッズビクス １日（木） 10：15 ～ 11：00
※講師：佐藤貴子先生・遠藤正美先生　持ち物：託児でおんぶ紐が必要な方は持参

育児相談 １日（木） 11：00 ～ 12：00
焼き芋会　 要予約 100円 ７日（水） 10：30 ～ 11：30
クレープ作り 要予約 100円  ※20組 10日（土） 10：30 ～ 11：30
まんじゅう作り 13日（火） 10：00 ～ 12：00
※講師：豊科地区農村女性学習会 要予約 150円（親100円／子供50円）　※ 24 組

トイレトレーニングのお話 16日（金） 10：30 ～
※講師：保健師さん　 要予約  

ぱくぱくらんど 20日（火） 10：30 ～ 12：00
 ～鬼まんじゅう～  講師：食生活改善推進協議会  要予約 100円  ※ 20 組

木の実をベースにした「クリスマスリース作り」 28日（水） 10：30 ～ 要予約 200円程度  ※ 20 組

布を使った「クリスマスリース作り」 29日（木） 10：30 ～ 要予約 200円程度  ※ 20 組

おはなしムーン 7・14日（水） 11：00 ～ 11：20（読み聞かせボランティア）

子育て支援講座 １日（木） 10：30 ～ 11：30
～乳幼児の病気と対応の仕方～　講師：保健師　 要申込

すいとん 要申込 100円  ９日（金） 10：30 ～ 11：30
親子で楽しむ 15日（木） 10：15 ～ 11：00
～ママキッズビクス～　講師：佐藤貴子先生　持ち物：うわばき、水筒

育児相談 20日（火） 11：00 ～ 12：00
豚汁、おにぎり会 要申込 100円  21日（水） 10：30 ～ 11：30
押し花はがき 要申込  ※はがき1枚20円 24日（土） 10：30 ～ 11：30
絵本・紙芝居の読み聞かせ　時10：30～11：00　

おはなしムーン…6・20 日（火）／コロボックル…13・27 日（火）

リトミック ２日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約  ※親子 20 組　講師：樋下田裕美子先生

身体測定日 ※自由測定 16日（金） 10：00 ～ 12：00
育児相談 ※個別予約も可能 16日（金） 10：30 ～ 12：00
クリスマス飾り 27日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  ※ 20 組程度

わらべ唄・手遊び 毎週月曜日 11：10 ～ 11：30
※内山房子先生（講師・内容が変更となる日あり）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

育児相談＆おはなし会 ９日（金） 10：30 ～ 12：00
卓球の日 10日（土） 14：00 ～ 15：00
ぱくぱくらんど ～肉まん～ 14日（水） 10：00 ～ 11：30
 要予約 親子で150円

チャレンジクラブ 17日（土） 10：30 ～ 11：30
～リース作り～ 要予約 100円  ※対象：小学生以上

絵心教室 ～野菜スタンプ区～ 24日（土） 10：30 ～ 11：30
いっしょにあそぼう　時11：00～11：30

でんでん太鼓作り…2日（金）／粘土遊び…５日（月）
リズム遊び…12日（月）／はり絵遊び…26日（月）
写真立て作り…30日（金）
リース作り　 要予約 親子で100円 16日（金） 11：00 ～ 12：00

3日（土・祝） 4日（日） 11日（日） 18日（日） 23日（金・祝） 25日（日）
信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

宮 澤 医 院
62-2052［明科］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

伊 藤 医 院
62-2051［明科］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

前 角 整 形 外 科 医 院
82-1478［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

米 倉 医 院
72-2354［堀金］

白 木 医 院
77-2134［三郷］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

田 野 歯 科 医 院
82-7537［穂高］

小 山 歯 科 医 院
62-3080［明科］

飯 島 歯 科 医 院
82-0306［穂高］

ヒ カ リ 歯 科 医 院
82-8171［穂高］

石 田 歯 科 医 院
62-2688［明科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  

16日（金）・17日（土）　場穂高会館　※17日は女性のための相談です。

人権相談所 時10：00 ～ 15：00
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

11日㈰場問堀金老人福祉センター	 （℡73-5288・FAX73-5775）
18日㈰場問明科総合福祉センター「あいりす」	（℡62-2429・FAX62-5025）
25日㈰場問市社会福祉協議会本所	（℡72-1871・FAX72-9130）



2012.10.1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 99,473人（	＋81）

	男 	 48,271人（	＋40）

	女 	 51,202人（	＋41）

世帯 	 37,682世帯（	＋42）
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三郷総合支所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL 0263-77-3111	 FAX 0263-77-6060
堀金総合支所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL 0263-72-3106	 FAX 0263-72-4900
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古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

※来年 1 月 27 日に安曇野検定が行われます。皆さんも腕試ししてみてください。　　　　答えは 25 ページ

ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 2

問題１【歴史・文化・伝統編】

安曇野市には、先人たちが築き上げた多数の堰が流れて
おり、豊かな農地と美しい田園風景を育んでいます。中
でも最大の規模をもつ延長 15㌔の拾ヶ堰は、どの川から
取水しているでしょう。
①梓川　②犀川　③奈良井川　④黒沢川

問題２【歴史・文化・伝統編】

毎年９月 27 日に行われる穂高神社例大祭には通称
「木

で く

偶」とよばれる人形の飾りを乗せたお船が曳
ひ

かれます。
この人形の正式な名称は何というでしょう。
①安曇人形　②穂高人形　③御船人形　④化粧人形

問題３【自然科学編】

安曇野市にある長野県水産試験場が 10 年もの歳月
をかけて開発した信州サーモンは、ニジマスと何を
交配させたものでしょう。
①ブラウントラウト　②コイ　③ベニザケ
④サクラマス

問題４【自然科学編】

屋敷林などに使われ、大地にしっかりと根を張り、
幹や枝が天に向かって堂々と伸びる姿から、安曇野市
の発展の象徴として選ばれた市の木はどれでしょう。
①スギ　②コウヤマキ　③ケヤキ　④カシワ

常念岳に向かって流れる拾ヶ堰

穂高神社例大祭の子供船の人形飾り（木偶）


